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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する第１及び第２面を有する長手の基板と、
　第１面にそれの長さに沿って形成された第１線路と、第２面にそれの長さに沿って形成
され第１線路と対向する第２線路とからなる平行線路と、
　第１線路における第１給電点から前記基板の長さ方向のうち第１方向に沿って第１面に
形成された第１周波数のほぼ１／４波長の長さを有する第１周波数用の第１ダイポールア
ンテナ素子と、第１給電点に対応する第２線路における第２給電点から前記第１方向と反
対の第２方向に沿って第２面に形成され第１周波数用の第１ダイポールアンテナ素子とほ
ぼ同じ長さを有する第１周波数用の第２ダイポールアンテナ素子とを、備える第１周波数
用ダイポールアンテナと、
　第１線路における第１給電点から第２方向に所定距離だけ離れた第３給電点から第１方
向に沿って第１面に形成され第１周波数よりも高い周波数である第２周波数のほぼ１／４
波長の長さの第２周波数用の第２ダイポールアンテナ素子と、第３給電点に対応する第２
線路における第４給電点から第２方向に沿って第２面に形成され第２周波数用の第１ダイ
ポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有する第２周波数用の第２ダイポールアンテナ素子
とを備え、前記所定距離が第１周波数の１／４波長の長さのほぼ整数倍の長さと第２周波
数の１／４波長の長さのほぼ整数倍の長さとを合わせた長さ以上である第２周波数用ダイ
ポールアンテナと、
　第１給電点から第２方向に第１周波数の１／４波長の偶数倍の長さだけ離れ、かつ第３
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の給電点から第２方向に第２周波数の１／４波長の偶数倍の長さだけ離れた第１線路上の
位置にある第５給電点から、第１方向に沿って第１面に形成され第１周波数用の第１ダイ
ポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有する第１周波数用の第３ダイポールアンテナ素子
と、第５給電点から、第１方向に沿って第１面に形成され第２周波数用の第１ダイポール
アンテナ素子とほぼ同じ長さを有する第２周波数用の第３ダイポールアンテナ素子と、第
５給電点に対応する第２線路における位置にある第６給電点から第２方向に沿って第２面
に形成され第１周波数用の第１ダイポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有する第１周波
数用の第４ダイポールアンテナ素子と、第６給電点から第２方向に沿って第２面に形成さ
れ第２周波数用の第１ダイポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有する第２周波数用の第
４ダイポールアンテナ素子とを、含み、第５及び第６給電点から給電が行われる第１及び
第２周波数共用ダイポールアンテナとを、
具備する多周波数アンテナ。
【請求項２】
　請求項１記載の多周波数アンテナにおいて、第１周波数用ダイポールアンテナと第２周
波数用ダイポールアンテナとを、１組とするアンテナ群が、前記基板の長さ方向に沿って
複数組設けられている多周波数アンテナ。
【請求項３】
　請求項１記載の多周波数アンテナにおいて、第１周波数用第１ダイポールアンテナ素子
が第１線路の両側にそれぞれ設けられ、第１周波数用第２ダイポールアンテナ素子が第２
線路の両側にそれぞれ設けられ、第２周波数用第１ダイポールアンテナ素子が第１線路の
両側にそれぞれ設けられ、第２周波数用第２ダイポールアンテナ素子が第２線路の両側に
それぞれ設けられている多周波数アンテナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１台のアンテナでありながら、異なる周波数の電波を受信可能な多周波数ア
ンテナに関し、特に誘電体基板上に形成されたコリニアアンテナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、誘電体基板上に形成されたコリニアアンテナとしては、例えば特許文献１に開示
されているようなものがある。この技術では、誘電体基板の表面及び裏面に平行線路が形
成され、基板の表面及び裏面に平行線路と平行に複数組のダイポールアンテナを構成する
エレメントを形成してある。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２７１１３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のコリニアアンテナは、小型化が可能であるが、１つの周波数帯でしか使用できな
い。近年、無線ＬＡＮが普及している。無線ＬＡＮでは普及率の高い２．４ＧＨｚ帯だけ
ではなく、５．２ＧＨｚ帯も使用されるようになり、これら両周波数帯を用いる無線ＬＡ
Ｎ製品も多く登場するようになった。この状況下では、無線ＬＡＮに使用するアンテナも
少なくとも２つの周波数帯で使用可能であることが望まれる。また、これら周波数帯それ
ぞれにおいて高利得であることも望まれている。
【０００５】
　本発明は、複数の周波数で使用可能であって、かつ小型で高利得の多周波数アンテナを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の多周波数アンテナは、長手の基板を有している。この基板は、対向する第１及



(3) JP 4133855 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

び第２面を有している。この基板に平行線路が形成されている。この平行線路は、第１面
にそれの長さに沿って形成された第１線路と、第２面にそれの長さに沿って形成され、第
１線路と対向する第２線路とからなる。第１及び第２線路は、第１及び第２面に中央に形
成することができる。第１及び第２面に第１周波数用ダイポールアンテナが形成されてい
る。即ち、第１周波数用ダイポールアンテナは、第１及び第２ダイポールアンテナ素子を
含み、第１ダイポールアンテナ素子は、第１線路における第１給電点から基板の長さ方向
のうち第１方向に沿って第１面に形成されている。第１ダイポールアンテナ素子は、第１
周波数のほぼ１／４波長の長さを有している。第１周波数用の第１給電点に対応する第２
線路における第２給電点から前記第１方向と反対の第２方向に沿って第２面に第１周波数
用の第２ダイポールアンテナ素子が形成されている。この第２ダイポールアンテナ素子は
、第１周波数用の第１ダイポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有している。第１及び第
２のダイポールアンテナ素子は、平行線路の同一側に形成することもできるし、或いは第
１のダイポールアンテナ素子を一方の側に、第２のダイポールアンテナ素子を他方の側に
形成することもできる。第１の周波数帯として、例えば２．４ＧＨｚ帯を使用することが
できる。第１及び第２面に、第１周波数よりも高い周波数である第２周波数、例えば５．
２ＧＨｚ帯のダイポールアンテナも形成されている。第２周波数ダイポールアンテナは、
第２周波数用の第１ダイポールアンテナ素子を有し、これは、第１線路における第１給電
点から第２方向に所定距離だけ離れた第３給電点から第１方向に沿って第１面に形成され
、第２周波数のほぼ１／４波長の長さを有している。第３給電点に対応する第２線路にお
ける第４給電点から第２方向に沿って第２面に、第２周波数用の第２ダイポールアンテナ
素子が形成され、これは第２周波数用の第１ダイポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有
している。第２周波数用第１及び第２ダイポールアンテナ素子も平行線路の同一側に設け
ることもできるし、両側に設けることもできる。前記所定距離は、第１周波数の１／４波
長の長さのほぼ整数倍の長さと第２周波数の１／４波長の長さのほぼ整数倍の長さとを合
わせた長さ以上である。第１及び第２周波数共用アンテナも第１及び第２面に設けられて
いる。第１及び第２周波数共用アンテナは、第１周波数用第３及び第４ダイポールアンテ
ナ素子と、第２周波数用第３及び第４ダイポールアンテナ素子とを有している。第１周波
数用第３ダイポールアンテナ素子は、第１給電点から第２方向に第１周波数の１／４波長
の偶数倍の長さだけ離れ、かつ第３の給電点から第２方向に第２周波数の１／４波長の偶
数倍の長さだけ離れた第１線路上の位置にある第５給電点から、第１方向に沿って第１面
に形成され、第１周波数用の第１ダイポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有している。
第２周波数用第３ダイポールアンテナ素子は、第５給電点から、第１方向に沿って第１面
に形成され、第２周波数用の第１ダイポールアンテナ素子とほぼ同じ長さを有している。
第１周波数用第４ダイポールアンテナ素子は、第１線路に対応する第２線路上の位置にあ
る第６給電点から第２方向に沿って第２面に形成され、第１周波数用の第１ダイポールア
ンテナ素子とほぼ同じ長さを有している。第２周波数用の第４ダイポールアンテナ素子は
、第６給電点から第２方向に沿って第２面に形成され、第２周波数用の第１ダイポールア
ンテナ素子とほぼ同じ長さを有している。第５及び第６給電点から給電が行われる。
【０００７】
　このように構成された多周波数アンテナでは、１つの基板上に第１及び第２周波数用ダ
イポールアンテナがそれぞれ形成されているので、１台のアンテナでありながら、２つの
周波数の電波を送信または受信することができる。しかも、２つの周波数に対して共通に
、第５及び第６給電点から給電することができるので、例えば受信の場合に２つの周波数
用のアンテナの出力を合成するための合成器が不要である。また、第５及び第６の給電点
には、第１及び第２周波数用のダイポールアンテナがそれぞれ接続され、これらは、第１
周波数用アンテナの給電点である第１及び第２給電点から第１周波数の１／４波長の偶数
倍の長さ離れ、かつ第２周波数アンテナの給電点である第３及び第４給電点から第２周波
数の１／４波長の偶数倍離れているので、第５及び第６給電点で、コリニアアンテナが構
成され、それぞれ第１及び第２の周波数での利得が向上する。
【０００８】



(4) JP 4133855 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

　第１周波数用ダイポールアンテナと第２周波数用ダイポールアンテナとを、１組とする
アンテナ群を、前記基板の長さ方向に沿って複数組設けることが可能である。この場合、
各組において、第２周波数用アンテナが第１及び第２周波数共用アンテナに近い位置に配
置されている。このように構成すると、第１及び第２周波数においてコリニアアンテナを
構成する第１及び第２周波数用ダイポールアンテナの数が増加し、利得をさらに向上させ
ることができる。
【０００９】
　また、第１周波数用第１ダイポールアンテナ素子を第１線路の両側にそれぞれ設けるこ
とができる。この場合、第１周波数用第２ダイポールアンテナ素子が第２線路の両側にそ
れぞれ設けられ、第２周波数用第１ダイポールアンテナ素子が第１線路の両側にそれぞれ
設けられ、第２周波数用第２ダイポールアンテナ素子が第２線路の両側にそれぞれ設けら
れる。このように構成すると、第１及び第２周波数用ダイポールアンテナの数が増加し、
利得を向上させることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように、本発明によれば、複数の周波数において使用可能で、かつ各周波数で高
利得の多周波数用アンテナを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の１実施形態の多周波数用アンテナは、例えば無線ＬＡＮ製品に設けられるアン
テナである。このアンテナによって送受信する電波の第１周波数帯は、例えば２．４ＧＨ
ｚ帯であり、第２周波数帯は５．２ＧＨｚ帯である。
【００１２】
　図１（ａ）、（ｂ）に示すように、このアンテナは、基板、例えば誘電体基板２を備え
ている。この誘電体基板２は、概略長方形形状に形成された長手のもので、第１面、例え
ば表面２ａと、第２面、例えば裏面２ｂとを有している。この表面２ａ及び裏面２ｂに、
平行線路４が形成されている。即ち、表面２ａの一端、例えば下端から他端、例えば上端
近傍まで、表面２ａの中央には第１線路４ａが形成されている。また裏面２ｂにおいて、
第１線路４ａに対応する位置に第２線路４ｂが形成されている。
【００１３】
　この平行線路４の上端付近に、第１周波数帯用ダイポールアンテナ、例えば２．４ＧＨ
ｚ帯のダイポールアンテナ６が形成されている。このダイポールアンテナ６は、２つのダ
イポールアンテナ６ａ、６ｂからなる。ダイポールアンテナ６ａは、第１ダイポールアン
テナ素子６ａ－１と、第２ダイポールアンテナ素子６ａ－２とを備えている。
【００１４】
　第１ダイポールアンテナ素子６ａ－１は、第１線路４ａの上端である第１給電点から基
板２の一方の長手縁側に、第１線路４ａにほぼ垂直に伸びた接続路８ａ－１を介して第１
給電点に接続され、第１線路４ａに平行に、基板２の長手方向のうち、第１の方向、例え
ば上側方向に伸びている。この第１ダイポールアンテナ素子６ａ－１の長さは、２．４Ｇ
Ｈｚの波長λ１の約１／４の長さである。
【００１５】
　第２ダイポールアンテナ素子６ａ－２は、第１給電点に対応する第２線路の上端である
第２給電点から基板２の一方の長手縁側に、第２線路４ｂにほぼ垂直に伸びた接続路８ａ
－２を介して、第２給電点に接続され、第２線路４ｂに平行に、基板２の長手方向のうち
、第２の方向、例えば下側方向に伸びている。第２ダイポールアンテナ素子６ａ－２の長
さは、第１ダイポールアンテナ素子６ａ－１と等しい長さである。従って、第１及び第２
ダイポールアンテナ６ａ－１、６ａ－２は、第１及び第２給電点の両側に伸びる直線上に
位置している。
【００１６】
　また、ダイポールアンテナ６ｂも、第１ダイポールアンテナ素子６ｂ－１と、第２ダイ
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ポールアンテナ素子６ｂ－２とを備えている。
【００１７】
　第１ダイポールアンテナ素子６ｂ－１は、第１給電点から基板２の他方の長手縁側に、
第１線路４ａにほぼ垂直に伸びた接続路８ｂ－１を介して第１給電点に接続され、第１線
路４ａに平行に、上側方向に伸びている。第２ダイポールアンテナ素子６ｂ－２は、第２
給電点から基板２の他方の長手縁側に、第１線路４ｂにほぼ垂直に伸びた接続路８ｂ－２
を介して、第２給電点に接続され、第２線路４ｂに平行に、基板２の下側方向に伸びてい
る。第１及び第２ダイポールアンテナ素子６ｂ－１、６ｂ－２の長さは、第１ダイポール
アンテナ素子６ａ－１と等しい長さである。第１及び第２ダイポールアンテナ素子６ｂ－
１、６ｂ－２も第１及び第２の給電点の両側に伸びる直線上に位置し、平行線路４を挟ん
で第１及び第２ダイポールアンテナ素子６ａ－１、６ａ－２と反対側に位置している。
【００１８】
　これら２．４ＧＨｚ帯のダイポールアンテナ６の下方には、第２周波数帯用、例えば５
．２ＧＨｚ帯のダイポールアンテナ１０が基板２に形成されている。このダイポールアン
テナ１０も、２つのダイポールアンテナ１０ａ、１０ｂからなる。ダイポールアンテナ１
０ａは、第１ダイポールアンテナ素子１０ａ－１と、第２ダイポールアンテナ素子１０ａ
－２とを備えている。ダイポールアンテナ素子１０ａ－１は、第１の給電点から下方に下
がった第１線路４ａ上の位置にある第３給電点から基板２の一方の長手縁側に、第１線路
４ａにほぼ垂直に伸びた接続路１２ａ－１を介して第３給電点に接続され、第１線路４ａ
に平行に、基板２の上側方向に伸びている。この第１ダイポールアンテナ素子１０ａ－１
の長さは、５．２ＧＨｚの波長λ２の約１／４の長さである。
【００１９】
　第２ダイポールアンテナ素子１０ａ－２は、第３給電点に対応する第２線路４ｂの位置
にある第４給電点から基板２の一方の長手縁側に、第２線路４ｂにほぼ垂直に伸びた接続
路１２ａ－２を介して、第４給電点に接続され、第２線路４ｂに平行に、基板２の長手方
向のうち下側方向に伸びている。第２ダイポールアンテナ素子１０ａ－２の長さは、第１
ダイポールアンテナ素子１０ａ－１と等しい長さである。第１及び第２ダイポールアンテ
ナ素子１０ａ－１、１０ａ－２は、第３及び第４給電点の両側に伸びる直線上に位置して
いる。
【００２０】
　また、ダイポールアンテナ１０ｂも、第１ダイポールアンテナ素子１０ｂ－１と、第２
ダイポールアンテナ素子１０ｂ－２とを備えている。
【００２１】
　第１ダイポールアンテナ素子１０ｂ－１は、第３給電点から基板２の他方の長手縁側に
、第１線路４ａにほぼ垂直に伸びた接続路１２ｂ－１を介して第３給電点に接続され、第
１線路４ａに平行に、上側方向に伸びている。第２ダイポールアンテナ素子１０ｂ－２は
、第４給電点から基板２の他方の長手縁側に、第１線路４ｂにほぼ垂直に伸びた接続路１
２ｂ－２を介して、第４給電点に接続され、第２線路４ｂに平行に、基板２の下側方向に
伸びている。第１及び第２ダイポールアンテナ素子１０ｂ－１、１０ｂ－２の長さは、第
１ダイポールアンテナ素子１０ａ－１と等しい長さである。第１及び第２ダイポールアン
テナ素子１０ｂ－１、１０ｂ－２も、第３及び第４給電点の両側に伸びる直線上に位置し
、平行線路４を挟んで第１及び第２ダイポールアンテナ１０ａ－１、１０ａ－２の反対側
に位置している。
【００２２】
　なお、第３及び第４給電点と第１及び第２給電点との間の距離は、第２ダイポール素子
６ａ－２の長さと第１ダイポール素子１０ａ－１の長さとを合わせた長さよりも若干長く
設定されている。
【００２３】
　この５．２ＧＨｚ帯のアンテナ１０の下方には、第１及び第２周波数帯共用アンテナ、
例えば２．４ＧＨｚ帯及び５．２ＧＨｚ帯共用アンテナ１４が基板２に設けられている。
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【００２４】
　この共用アンテナ１４は、２．４ＧＨｚ帯用のダイポールアンテナ１４ａと、５．２Ｇ
Ｈｚ帯用のダイポールアンテナ１４ｂとからなる。２．４ＧＨｚ帯用のダイポールアンテ
ナ１４ａは、第３ダイポールアンテナ素子１４ａ－１と第４ダイポールアンテナ素子１４
ａ－２とを有している。第３ダイポールアンテナ素子１４ａ－１は、第３の給電点よりも
下方の第１線路４ａ上に形成された第５給電点から基板２の一方の長手縁側に、第１線路
４ａにほぼ垂直に伸びた接続路１６ａ－１を介して第５給電点に接続され、第１線路４ａ
に平行に、基板２の例えば上側方向に伸びている。この第１ダイポールアンテナ素子１４
ａ－１の長さは、２．４ＧＨｚの波長λ１の約１／４の長さである。
【００２５】
　第２ダイポールアンテナ素子１４ａ－２は、第５給電点に対応する第２線路４ｂの位置
である第６給電点から基板２の一方の長手縁側に、第１線路４ａにほぼ垂直に伸びた接続
路１６ａ－２を介して、第６給電点に接続され、第２線路４ｂに平行に、基板２の例えば
下側方向に伸びている。第４ダイポールアンテナ素子１４ａ－２の長さも、第３ダイポー
ルアンテナ素子１４ａ－１と等しい長さである。これら第３及び第４ダイポールアンテナ
素子１４ａ－１、１４ａ－２は、第５及び第６給電点の両側に伸びる直線上に位置してい
る。
【００２６】
　５．２ＧＨｚ帯用のダイポールアンテナ１４ｂも、第３及び第４ダイポールアンテナ素
子１４ｂ－１、１４ｂ－２からなる。第３ダイポールアンテナ素子１４ｂ－１は、第５給
電点から基板２の他方の長手縁側に、第１線路４ａにほぼ垂直に伸びた接続路１６ｂ－１
を介して第５給電点に接続され、第１線路４ａに平行に、上側方向に伸びている。第２ダ
イポールアンテナ素子１４ｂ－２は、第６給電点から基板２の他方の長手縁側に、第２線
路４ｂにほぼ垂直に伸びた接続路１６ｂ－２を介して、第６給電点に接続され、第２線路
４ｂに平行に、基板２の下側方向に伸びている。第３及び第４ダイポールアンテナ素子１
４ｂ－１、１４ｂ－２の長さは、第１ダイポールアンテナ素子１０ａ－１と等しい長さで
ある。第３及び第４ダイポールアンテナ素子１４ｂ－１、１４ｂ－２も、第５及び第６給
電点の両側に伸びる直線上に位置し、平行線路４を挟んで第３及び第４ダイポールアンテ
ナ１４ａ－１、１４ａ－２の反対側に位置している。
【００２７】
　なお、第５及び第６給電点と第１及び第２給電点との間の距離は、給電線路４における
２．４ＧＨｚの電波に対する電気長で１波長に相当する長さである。第５及び第６給電点
と第３及び第４給電点との間の距離は、５．２ＧＨｚ帯の電波に対する線路４における電
気長で１波長に相当する長さである。
【００２８】
　また、基板２の一方の縁部側に形成された各ダイポールアンテナ素子６ａ－１、６ａ－
２、１０ａ－１、１０ａ－２、１４ａ－１、１４ａ－２と、基板２の他方の縁部側に形成
された各ダイポールアンテナ素子６ｂ－１、６ｂ－２、１０ｂ－１、１０ｂ－２、１４ｂ
－１、１４ｂ－２とは、２．４ＧＨｚ帯及び５．２ＧＨｚ帯の両波長の１／４の長さより
も充分に小さく設定されている。
【００２９】
　第５の給電点は、これから下方に伸びた第１線路４ａを介して伝送線路、例えば同軸ケ
ーブル１８の内部導体１８ａに接続され、第６の給電点は、これから下方に伸びた第２線
路４ｂを介して同軸ケーブル１８の外部導体１８ｂに接続されている。
【００３０】
　このように構成されているので、２．４ＧＨｚ帯のダイポールアンテナ６と共用アンテ
ナ１４とによって２．４ＧＨｚ帯のコリニアアンテナが構成され、５．２ＧＨｚ帯のダイ
ポールアンテナ１０と共用アンテナ１４とによって５．２ＧＨｚ帯のコリニアアンテナが
構成されている。コリニアアンテナの構成要素である２．４ＧＨｚ帯のダイポールアンテ
ナ６は、２組の２．４ＧＨｚ帯のダイポールアンテナからなり、同じくコリニアアンテナ
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の構成要素である５．２ＧＨｚ帯のダイポールアンテナ１０も、２組の５．２ＧＨｚ帯の
ダイポールアンテナからなる。ダイポールアンテナ６と共用アンテナ１４とは、平行線路
４における２．４ＧＨｚ帯の１波長に相当する距離だけ離れて、それらの給電点が平行線
路４によって接続されている。同様にダイポールアンテナ１０と共用アンテナ１４とは、
平行線路４における５．２ＧＨｚ帯の１波長に相当する距離だけ離れて、それらの給電点
が平行線路４によって接続されている。なお、このアンテナは、表面２ａ及び裏面２ｂ全
域に金属薄膜が形成された基板２をエッチングすることによって形成することができる。
 
【００３１】
　次に、実際に作成した第１実施形態のアンテナの特性を図３乃至図５に示す。なお、誘
電体基板２には厚さ０．８ｍｍのテフロン（登録商標）基板を使用し、ダイポールアンテ
ナ素子６ａ－１、６ａ－２、１０ａ－１、１０ａ－２、１４ａ－１、１４ａ－２と、ダイ
ポールアンテナ素子６ｂ－１、６ｂ－２、１０ｂ－１、１０ｂ－２、１４ｂ－１、１４ｂ
－２との間隔は約５ｍｍで、第５及び第６給電点と第１及び第２給電点との間の距離、第
５及び第６給電点と第３及び第４給電点との間の距離は、ダイポール素子同士の干渉を避
けるため、上述した距離も若干大きめに選択してある。
【００３２】
　図２は、このアンテナのＶＳＷＲ対周波数特性を示し、使用周波数帯である２．４ＧＨ
ｚ付近、５．２ＧＨｚ付近では、ともに約１．１程度を示している。これより、このアン
テナでは、充分に各ダイポールアンテナのインピーダンス整合がとれていることが判る。
図３にこのアンテナのピーク方向のアンテナ利得対周波数特性を示す。２．４ＧＨｚ帯に
おいて約４．２ｄＢｉ、５．２ＧＨｚ帯で約４．６ｄＢｉの利得が得られ、充分に実用と
なる利得が得られている。図４は２．４ＧＨｚにおけるこのアンテナの基板２の長さ方向
をほぼ鉛直に配置した状態における水平面指向性を示し、図５は５．２ＧＨｚにおけるこ
のアンテナの基板２の長さ方向をほぼ鉛直に配置した状態における水平面指向性を示して
いる。どちらの場合も、ほぼ無指向性を示しているので、無線ＬＡＮの機器のアンテナと
して最適である。
【００３３】
　第２の実施の形態の多周波数アンテナを図６に示す。第１の実施の形態のアンテナでは
ダイポールアンテナ６、１０をそれぞれ１組ずつ設けたが、この実施の形態のアンテナで
は、ダイポールアンテナ６、１０をそれぞれ２組ずつ設けてある。２組のダイポールアン
テナ６、１０では、各組の配置はどちらも同じで、基板２の下側にダイポールアンテナ１
０が位置し、上側にダイポールアンテナ６が位置する。このようにダイポールアンテナの
数を増加させてあるので、第１の実施の形態よりも利得が向上する。なお、２組のダイポ
ールアンテナ６、１０を設けたが、さらに組数を増加させることもできる。
【００３４】
　第３の実施の形態の多周波数アンテナを図７に示す。この多周波数アンテナは、第１ま
たは第２の実施の形態の多周波数アンテナと同一の構成であり、樹脂製のケース、例えば
電波の透過性が良好な樹脂製のケース２０に挿通されている。このケースの下端は、支持
台２２に回転軸２４の回りに回転自在に取り付けられている。従って、このアンテナ自体
を矢印で示すように回転させることができ、このアンテナの機械的な位置を変更すること
によって受信しようとする電波の方向にアンテナを向けることができる。また、支持台２
２を利用して壁面等に取り付けることができる。なお、支持台２２には、無線ＬＡＮ用機
器の筐体を使用することも可能である。また、駆動軸２４に代えて、ケース２２の下端に
球体を設け、支持台２２に、この球体を保持する穴を形成すれば、任意の方向にアンテナ
を傾けることが可能になる。
【００３５】
　第１及び第２の実施の形態では、ダイポールアンテナ６、１０は、それぞれダイポール
アンテナ６ａ、６ｂ、１０ａ、１０ｂによって構成したが、ダイポールアンテナ６ａ、１
０ａまたはダイポールアンテナ６ｂ、１０ｂのみによって構成することもできる。或いは
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ポールアンテナ６を構成することもできるし、ダイポールアンテナ素子１０ａ－１と１０
ｂ－２とによってダイポールアンテナ１０を構成することもできる。また、ダイポールア
ンテナ素子６ａ－１、６ａ－２、６ｂ－１、６ｂ－２は２．４ＧＨｚの１／４波長の長さ
としたが、１／４波長のｎ倍（ｎは正の整数）とすることもできる。この場合、各ダイポ
ールアンテナ素子においてｎは同一の値にすることが望ましい。同様にダイポールアンテ
ナ素子１０ａ－１、１０ａ－２、１０ｂ－１、１０ｂ－２は５．２ＧＨｚ帯の１／４波長
の長さとしたが、１／４波長のｎ倍（ｎは正の整数）とすることもできる。この場合、各
ダイポールアンテナ素子においてｎは同一の値にすることが望ましい。また、第１給電点
と第５給電点との間の距離は、電気長において２．４ＧＨｚのほぼ１波長としたが、１波
長の整数倍の長さとすることもできる。同様に第３給電点と第５給電点との間の距離も、
電気長において５．２ＧＨｚ帯のほぼ１波長としたが、１波長の整数倍の長さとすること
もできる。また、上記の各実施の形態では２周波数の電波を受信するように構成したが、
別の周波数帯用のダイポールアンテナを上記の実施の形態と同様な形態で追加して、更に
多くの周波数帯の電波を送受信するように構成することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の１実施形態による多周波数アンテナの正面図及び背面図である。
【図２】図１のアンテナのＶＳＷＲ対周波数特性図である。
【図３】図１のアンテナの利得対周波数特性図である。
【図４】図１のアンテナの２．４ＧＨｚにおける水平面指向性図である。
【図５】図１のアンテナの５．２ＧＨｚにおける水平面指向性図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態の多周波数アンテナの正面図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態の多周波数アンテナの正面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　２　基板
　２ａ　表面（第１面）
　２ｂ　裏面（第２面）
　４　平行線路
　４ａ　第１線路
　４ｂ　第２線路
　６　２．４ＧＨｚ帯ダイポールアンテナ（第１周波数用ダイポールアンテナ）
　６ａ－１、６ｂ－１　ダイポールアンテナ素子（第１周波数帯用第１ダイポールアンテ
ナ素子）
　６ａ―２、６ｂ－２　ダイポールアンテナ素子（第１周波数帯用第２ダイポールアンテ
ナ素子）
　１０　５．２ＧＨｚ帯ダイポールアンテナ（第２周波数用ダイポールアンテナ）
　１０ａ―１、１０ｂ－１　ダイポールアンテナ素子（第２周波数帯第１ダイポールアン
テナ素子）
　１０ａ－２、１０ｂ－２　ダイポールアンテナ素子（第２周波数帯第２ダイポールアン
テナ素子）
　１４　２．４ＧＨｚ帯及び５．２ＧＨｚ帯共用アンテナ（第１及び第２周波数帯共用ア
ンテナ）
　１４ａ―１　ダイポールアンテナ素子（第１周波数用第３ダイポールアンテナ素子）
　１４ａ－２　ダイポールアンテナ素子（第１周波数用第４ダイポールアンテナ素子）
　１４ｂ－１　ダイポールアンテナ素子（第２周波数用第３ダイポールアンテナ素子）
　１４ｂ－２　ダイポールアンテナ素子（第２周波数用第４ダイポールアンテナ素子）
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